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323　　　閉塞性尿路疾患時における腎障害度の・・nrlrc

－ DTPAレノグラフィーによる半定量的診断法

　　鈴木健之，真下正美，西村克之，宮前達也，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉医大・放）

　　沼　秀親平賀聖悟，岡田耕市

　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉医大・泌）

　尿路閉塞により，ある程度腎障害が進行した時，閉

塞解除術か，腎摘出術かの適切な診断法は，今のとこ

ろないといってよい。そこで尿管結紮犬を対象に，

99M　Tc－DTPAを用い，腎障害度を半定量的に測定し，

術式を選択するたあの診断法の確立を試みた。

　現在までに犬15匹を用いて実験を行っている。方法

は，片側尿管を結紮し，1W，2Wおよび3Wにて尿
管を解除した3グループにっいて，解除前および解除

後にggm　Tc　－DTPAレノグラフィーにて，腎機能を

評価した。結果は，結紮期間2Wおよび3Wのグルー
プにおいて，患側腎皮質レノグラムのピーク値におけ

るネットカウント対バックグランドの比（N／B）が，

解除前0．6以上のものは，解除後すべて腎機能は回復

した。今後さらに結紮期間3W以上のグループについ

ても，同様の実験を行ない，さらに臨床例についても

検討する。

324　　　0bstructive　ur。pathyにteげる腎Rエ

stUdyの診断成績

　　　　油野民雄，多田　明，道岸隆敏，利波紀久，

　　　　久田欣一（金大，核）松平正道（同，RI部）

　従来より，obstructive　uropathyの評価法として核

医学検査はしばしば施行されるものの，エP等のx線検

査と比較すると診断成績は必ずしも満足すべきもので

はない。そこで今回，従来の99MTc－DTPAによる

腎Rエアンギオグラフイー，連続腎シンチグラフイーに

，近年注目されつつあるdiuretic　stUdyを併用して，

obstructive　uroPathyにおける腎Rエ8tudyの診断成

績の再評価を試みた。

　obstruc　tive　uropathyを評価する際の腎Rエstudy

の異常所見は，1）血流減少，2）腎孟腎杯のRI貯留

および拡張像，3）DTPAレノグラム上のobstructive

patten，4）腎の大きさの変化，5）腎へのR工集積

の減少，6）利尿剤投与後のR工排泄の異常があげられ

る。今回，obstructive　uroPathy　55例を含む125

例で検討したが，各異常所見のsensitivityは60～

85％，sPeciticityは10～20％であり，その際腎孟

腎杯のR工貯留および拡張像に利尿剤投与後のR工排

泄の異常を伴なつた場合は，sensitivity　70％，

8pecificity　5％の成績が得られた。

325　　腎疾患における運動負荷レノシンチグラム

　乾拓郎，内田幸憲，吉住完（国療三重病院，小）

　竹田寛，前田寿登，中川毅，田口光雄（三重大，放）

　桜井実（同大，小）

　腎疾患において運動負荷により，腎血流低下をきた

し，尿所見の悪化をきたすといわれているが、今回我

々は，運動負荷腎シンチグラムにより，運動時の腎血

流を推定することを試みたので報告する。　方法：患

者を坐位にし，99〃3TC－DrPA　2～3m℃iを肘静脈より急

速注入し，大型ガンマカメラ及び核医学データ処理シ

ステムにて背部より5秒毎，20分間計240フレームのデ

ー タ収集を行なつた。データー処理には，関心領域を

左右全腎及び皮質に設定し，腎周囲IC　Back　grounc1

を定め，各々の時間カウント曲線を求めた。注射前後

の注射器内RIの量をガンマカメラにてカウントし，そ

の差を投与量とし，左右両腎のレノグラムにおける1

～ 2分の累積カウント値の合計を投与量で除して摂取

率とした。ついで4時間後に自転車エルゴメータを用

い，心拍数16〔ト170／分，6分間の負荷を行ない，同様の

方法で運動時の摂取率を求めた。　結果：運動前にお

ける腎皮質RI摂取率とクレアチニンクリアランスとは

良好な相関を示し，又運動負荷前後の皮質におけるRI

摂取率の変動をみると，正常人及び腎疾患児20人中15

人は低下傾向を示し，5人は上昇傾向を示した。

326　　　各種腎スキャン用剤の体内動態と動態曲

線処理に関する検討

　　伊藤和夫，白k博樹，丁子　清，古館正従，

　　入江五朗（北大，放）

　現在，動態腎スキャン用に使用されている放射性

医薬品5種類の正常人24名における体内動態に関
し検討した。対象とした医薬品は，9　9「nl）　c－1］YTPA，

1111n－1］VTPA，　99mTc一グルコネート，1511一ヒッ

ブラン，1251一ヒッブランである。

　これら5種類の血液クリアランスは，1231一ヒッ

プラン，1311一ヒッブランが最も速やかで，99m

Tc－1］VrPA，　1111n一皿PA，　991nTc一グルコネート

はほぼ同じ血液クリアランスを示した。
　尿中排泄率の検討では，50分までに991咋c－mi

PA，　1111n－O汀PA，　99∬㎏c一グルコネート，

1251一ヒップラン，1511一ヒッブランはそれぞ

れ52．9±2．7％，35．0土5．1％，24・6±4・1
％，67・1土5．5％，69．7±4．1％を示した。

　コンピュータによる腎動態曲線の特長に関しても

検討を加えたので合せて報告する．
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